




















































































































































































































































































































































































ている。すなわち、空海教学とその後の学僧の解釈 が、現在の 教学・ 学になっていると言える。
大まかな真言教学史を述べたが、ここでいくつかの疑問を呈したい。まず
「空海教学 、




ない。しかし、現代の研究において、諸師の考えた空海教 ・真言教学 範囲を安易に受け入れ、それをベースとして研究活動が されてきたことに疑問を呈するも である。
さらに上記の疑問に敷衍して、観賢や済暹が活躍する以前に「教学的著作は本当に存在




























































































































































を引用しているのである。このように、真言教学の成熟期 おいて『雑問答』は貴重な役割を果たすにも拘わらず、先行研究は皆無に等しい。そもそも『雑問答』はいつ頃著わされ、どのような教理が説かれて る か。それらを明らかにし、真言教学における『雑問答』が果たしてきた役割を考えてみたい。
以上のように、一言で仮託書と言っても様々な趣意や価値があり、趣が異なるそれぞれ











































































































































































































































































































































































































編を真偽未決としつつも、空海 仮託されたもの（偽撰）であるとするのが基本的な長谷宝秀師の立場である。著作の性質と「編者曰」から考えるに第二編は次のよう 基準において収録しているように思える。・諸師が著作中に空海の御作として扱っていた。・諸師による空海の撰述目録に記載がある。・思想的に空海教学に通ずるもの（空海教学を発展させたもの、真撰の著作をベース し
て加筆・修正したようなものなど）がある。












































































































和習を帯びた漢文であって 問題がない である。事相部に収録した著作はそのような観点でも判断していたも と思われる。
このように長谷宝秀師は、様々な視点で著作を捉え、論理的に真偽を判断し
『弘全』 、




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全体の成立年代を特定するには至らない この性質を有し 上、今現在、我々が閲覧している形の『秘蔵記』の成立を断定す こ は新たな資料が発見されない限り これ以上の研究の進展は望まれない。
今、確かにいえることは仁和寺本によって、
その書写年代である寛弘八年（一〇一一）





















































































































































































































































































































































































































遺告』の第二十二〜二十五の縁起を作成し、 加したとしている。武内師は、この堅恵が頻出するとされる第二十二〜二十五の縁起は、それより前の縁起と性格を異にしており、文章的な作為が感じられ ため、後に付加され と考えている。そ 成立時期 天慶から天暦年間（九三八〜九五七）としている。
両者の論考を整理してみた。両師は別の史料を用いているものの、成立年代が九五〇年

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































問ふ、何が故にか摩訶・三昧耶等を翻じて、曼荼羅を翻ぜず。答ふ、此れ亦、翻ずべし。問ふ、何んがこれを翻ずる。答ふ、此を翻ずるに新古の二翻有り。問ふ、其の二義、何ん。答ふ、古人は壇と じ、新人は輪円具足と翻ず。答ふ、古人 壇と翻ずには の悪きこと有てか新人、輪円具足と翻ずる。マ
マ
答ふ、古人の壇と 義単にして具なら 。新人、輪円具足と称するは義具にして備れり。問ふ、壇と翻ずるは単にして輪円と翻ずる 具なりとは何ん答ふ、古人、壇と称するは唯坦然として平な
る義をのみ取って余の三密・四智印等、
無量の名義を欠す。新 輪円具足 いえ は諸義理成就して欠少すること無し。問ふ、坦然として平なりとは何ぞ。輪円具足とは何ぞや。答ふ、坦然とは西国の俗法、天尊等を祭るに土を封じて平ならしむるを壇とし、輪円とはしばらく車輪の轂・
・輻具して後、一輪を成す。一物をも欠すれば輪ならざる
盖








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































今約供養有内供養外供養也内供養者以三密為供具也於此三密亦有内 也身口者是外供所謂印契並真言讃嘆種種舞戯等意者是内供所謂以運心遍満法界也此等是作心供耳也雖有 外二途不思議一 今就顕略釈者疏云 養有五種所謂塗香焼香雑
八丁左」




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「事相的著作」とあまりにも区別し過ぎる傾向 あるので な だろうか。しか 、思惟すれば事作法は教学的裏付けがあって初めて修法されるものであり、これまで事相的著作を考慮せずに研究が行われてきたように思える。教学と事作法は表裏一体であり
『降三 、
世五重結護』が成立した当時、どの な教理的解釈でもっ 修法を行っ たのかを窺い知れる貴重な資料である。
当章では成立に関することと内容的な側面から『降三世五重結護』を捉え、仮託 書の







































































































































































































































































































































































































































































なったであろう。石山寺は多くの聖教が現存し、教学的にも隆盛していた寺院であることは言うまでもない。さらに、地理的にも醍醐寺をはじめとす 山科 諸真言宗寺院や、先に列挙した写本を所蔵している東寺とも近く、交流 あったことは容易 想起される。そのような環境下 なぜ石山寺所蔵本が世に流
布しなかったのかは大いなる疑問となる。
石山寺所蔵本は原本を確認していないため、これ以上の議論は意味をなさない。そのた
め、石山寺所蔵本の詳細 論究は今後 譲るものとす 。
いずれにせよ、本節で明らかになったことは、管見の限りで『降三世五重結護』は三系
























テキストの翻刻という観点で多少 問題を有す 精緻な考察によって、享保版・石山寺所蔵本を選択した訳ではなく内容的充実という観点のみでこの二本を選択しているように思える。すなわち『弘全』本は享保版・石山 所蔵本の混淆テキストと言える。
いずれの内容が正 いのかと決定付けることはできないま も、 くつかの写本と版本




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の推論でしかないが、江戸時代に『雑問答』が教学的テキストとして用いられていたのではないだろうか。そう考える根拠として 版本の流通量 多さと、運敞と浄厳（一六三九～一七〇二）のやりとり 挙げられる。
版木を彫ることはかなりの労力を要する行為であり、それなりの需要がなければ開板す








































































































































































































































































































































































































































問ふ、何が故にか向果の人にあらずと云ふ。答ふ、此の秘密乗は是れ法身如来、内証智の眷属とともに自受法楽の教なり。故に因人にあらずと云ふ。問ふ、凡そ仏、法を説く 衆生をして仏知見を悟らせしめんが為なり。而るに今此の中に因 無しといはば誰をか被教の人と為るや。答ふ、斯の三密会中には正被教の因人無 と雖 而も若し衆生有て此の教に遭て慇懃に修習し説の如く修行し観念すれば是れ即ち被教の人なり。問ふ、今此の教を聞く。凡そ是れ如来 内證は仏 との境に て十地以還はこれを
- 179 -
知ることあたわず。若し是の如くなれば世間の衆生、誰の所授を受けてかこれを修行せんや。答ふ即ち此れ内證会の中の諸の智眷属、如来の加持力を蒙て普く法界の善知識の身と為て応度の人に随て各おの三昧法門を示す。此に依て修するのみ。問ふ、其の善 識とは人を指さば是れ誰等ぞや。答ふ、経の中に列る所の上首金剛手等、是れ其の人なり。問ふ、既に如来 内證は十地以還はこれを知ることあたわずと云ふ。而れば則ち金剛手等の一一の三昧門は是れ分斉有り。而も何れ 衆生か分分の三昧を得て如来不可思議内證の境界を証すべき。答へて云く、十地以還は是れ 従因向果の
人なり。所以に彼の内証の境を知らずと
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た諸学匠の功績を棄損す こと も繋が 。ましてや の論書を重要視して た空海も否定し、一二〇〇年間の真言教学の累積を根底から無下にしかねない行為である も言えるのではないだろうか。そのような観点からも、従来、真言教学が空海仮託書を考慮せずに語られてきたことに異議を唱え
、再考すべきことを主張したい。
明治期まで、諸学匠によって「空海真撰の書」と「空海仮託の書」が混同され、教学が
形成されてきたなかで 砂金と砂利 選別す ごとく 長谷宝秀師はそれらを沙汰した。ただし、ここで重要なのが空海に仮託さ た著作をも 敢えて『弘全』 収録したのである。長谷宝秀師は空海仮託書の価値を十分に理解していた ではない 、と筆者 想馳せる
『弘全』の分類において長谷宝秀師が「真偽未決」というカテゴリーを設けたの。
は、空海仮託書の真価の究明を後世 者に託 たのではないか 想像せざるを得ない。
仮託の書はその多さから、本研究ではそ 全てを網羅的に扱うことが叶わず、不十分な
論と言わざるを得ない。今回 新 真言教学史の枠組 提案 たに過ぎず、今後、その枠組から、より具体的な真言教学史を探求する必要がある
また、本研究では『弘全』第三編に収録される著作、すなわち長谷宝秀師が偽撰と断定












『弘全』 『興全』 『写本集成』 観智院本
大日経儀軌三巻 ○ ○ ○ ○
十二真言王儀軌一巻 ○ ○ ○ ○
規劇客瑳菰戟一巻 ○ ○ ○ ○
規劇客瑳一巻 ○ ○ ○ ○
胎蔵次第一巻 ○ ○ ○ ○
胎蔵次第一巻 ○ ○ ○ ○
胎蔵念誦次第一巻 ○ ○ ○ ○
胎蔵界次第三本各別 ○ ○ ○ ○
胎蔵界広記二巻 ○ ○ ○ ○
胎蔵界私記三巻各別 ○ ○ ○ ○
胎蔵界道場観略本一巻 ○ ○ ○ ○
胎蔵印真言記一巻 ○ ○ ○ ○
無尽荘厳蔵三昧念誦次第私記一巻 ○ ○ ○ ○
沙憧菰効菰戟一巻 ○ ○ ○ ○
沙憧菰効次第一巻 ○ ○ ○ ○
金剛界次第一巻 ○ ○ ○ ○
金剛界次第二巻上下 ○ ○ ○ ○
金剛界次第三本各別 ○ ○ ○ ○
金剛界第三伝略次第一巻 ○ ○ ○ ○
金剛界口決二巻上下 ○ ○ ○ ○
金剛界私記一巻 ○ ○ ○ ○
金剛界肝要略記一巻 ○ ○ × ○
金剛界降三世五重結護 ○ ○ ○ ○
九会図別記一巻 ○ ○ ○ ○
金剛界業義一巻 ○ ○ ○ ○
瑜祇経行法記一巻 ○ ○ ○ ○
金剛頂最勝真実三昧耶品次第観念一巻 ○ ○ ○ ○
十八道念誦次第一巻 ○ ○ ○ ○
無量寿次第一巻 ○ ○ ○ ○
千手観音次第一巻 ○ ○ ○ ○
誼延嵯後次第一巻 ○ ○ ○ ○
持宝金剛念誦法一巻 ○ × ○ ○
持宝金剛念誦次第一巻 ○ ○ ○ ○
持宝金剛念誦法次第一巻 ○ ○ ○ ○
求聞持次第一巻 ○ ○ ○ ○
不動次第一巻又一巻 ○ ○ ○ ○
不動尊功能一巻 ○ ○ ○ ○
褐要書一巻 ○ ○ ○ ○
不動尊記一巻 ○ ○ ○ ○
吉祥天次第 ○ ○ ○ ○













輯嵯次第 ○ ○ ○ ○
護摩次第一巻 ○ ○ ○ ○
護摩略次第一巻 ○ ○ ○ ○
護摩私記 ○ ○ ○ ○
息災護摩次第二巻 ○ ○ ○ ○
息災次第一巻 ○ ○ ○ ○
四種護摩口決一巻 ○ ○ ○ ○
内護摩法一巻 ○ ○ ○ ○
観内護摩一巻 ○ ○ ○ ○
内護摩鈔一巻 ○ ○ ○ ○
外護摩略記一巻 ○ ○ ○ ○
建立曼荼羅次第一巻 ○ ○ ○ ○
雑観行書三巻各別之内一巻護摩 ○ ○ ○ ○
秘蔵記一巻 ○ ○ ○ ○
秘蔵記尊位一巻 ○ ○ ○ ○
諸尊真言梵字句義一巻 ○ ○ ○ ○
授三昧耶戒文一巻 ○ ○ ○ ○
三摩耶戒作法一巻 ○ ○ ○ ○
平城天皇御灌頂文一巻 ○ ○ ○ ○
嵯峨灌頂文一巻 ○ ○ ○ ○
嵯峨灌頂作法一巻 × × × ○
嵯峨太后御灌頂文一巻 × × × ○
結縁灌頂表白集一巻 ○ ○ ○ ○
印信一巻 ○ ○ ○ ○
秘密曼荼羅十住心論十巻 ○ ○ ○ ○
秘蔵宝鑰三巻 ○ ○ ○ ○
三教指帰三巻 ○ ○ ○ ○
弁顕密二教論二巻 ○ ○ ○ ○
四種曼荼羅義五本之内 ○ ○ ○ ○
　　　四種曼荼羅義三本各一巻 ○ ○ ○ ○
　　　四種曼荼羅義問答一巻 ○ ○ ○ ○
　　　四種曼荼羅義口決一巻 ○ ○ ○ ○
即身成仏義七本之内 ○ ○ ○ ○
　　　即身成仏義三本各一巻 ○ ○ ○ ○
　　　即身成仏義二巻上下 ○ ○ ○ ○
　　　真言宗即身成仏義一巻 ○ ○ ○ ○
　　　真言宗即身成仏義問答一巻 ○ ○ ○ ○
　　　即身成仏義章一巻 ○ ○ ○ ○
渇字義釈一巻 ○ ○ ○ ○
乾字義釈 ○ ○ ○ ○
声字実相義 ○ ○ ○ ○
陀羅尼義釈一巻 ○ ○ ○ ○
梵字悉曇字母釈一巻 ○ ○ ○ ○
悉曇雑伝抄一巻 ○ ○ ○ ○
文鏡秘府論六巻 ○ ○ ○ ○
文筆眼心抄一巻 ○ ○ ○ ○
真言二字義一巻 ○ ○ ○ ○
真言観法一巻 ○ ○ ○ ○
真言宗所学経律論目録一巻 ○ ○ ○ ○
上新請来経等目録一巻 ○ ○ ○ ○
秘密漫荼羅教付法伝二巻上下 ○ ○ ○ ○
真言付法伝二本各別 ○ ○ ○ ○
両部大法縁起一巻 ○ ○ ○ ○
真言伝授作法一巻 ○ ○ ○ ○
遺告三本各別一巻又二本 ○ ○ ○ ○
遺戒二本各一巻 ○ ○ ○ ○
綜芸種智院式一巻 ○ ○ ○ ○
金剛頂略釈一巻 ○ ○ ○ ○
教王経義記三巻 ○ ○ ○ ○
別添資料1
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教王経開題五本各別 ○ ○ ○ ○
理趣経開題三本各別 ○ ○ ○ ○
理趣釈四巻各別 ○ ○ ○ ○
真実経文句一巻 ○ ○ ○ ○
大日経秘釈一巻 ○ ○ ○ ○
大日経略釈一巻 ○ ○ ○ ○
大日経開題五本各別 ○ ○ ○ ○
大日経開題秘釈二巻 ○ ○ ○ ○
大日経疏文次第二巻 ○ ○ ○ ○
空海十不同一巻 ○ ○ ○ ○
十喩詩一巻 ○ ○ ○ ○
守護国界主経釈二巻上下 ○ ○ ○ ○
千手経開題 ○ ○ ○ ○
大仏頂経開題一巻 ○ ○ ○ ○
一字頂輪王秘音義一巻 ○ ○ ○ ○
最勝王経略釈一巻 ○ ○ ○ ○
金勝王経秘密伽陀一巻 ○ ○ ○ ○
最勝王経開題二本 ○ ○ ○ ○
法華経開題五本各別 ○ ○ ○ ○
法華秘釈一巻 ○ ○ ○ ○
法華密号一巻 ○ ○ ○ ○
法華品釈一巻 ○ ○ ○ ○
心経秘鍵一巻 ○ ○ ○ ○
同表一巻 ○ ○ ○ ○
仁王経開題一巻三本 ○ ○ ○ ○
金剛般若釈一巻 ○ ○ ○ ○
無量義経釈一巻 ○ ○ ○ ○
法身礼図一巻方円二図 ○ ○ ○ ○
摩訶衍論指事二巻各別 ○ ○ ○ ○
十住心論第二落脱文一巻 ○ ○ ○ ○
十住心問答一巻 ○ ○ ○ ○
真言雑問答一巻 ○ ○ ○ ○
真言問答書四巻 ○ ○ ○ ○
無名秘書二巻各別 ○ ○ ○ ○
秘書抄記四巻 ○ ○ ○ ○
秘書一巻 ○ ○ ○ ○
最極秘密書一巻 ○ ○ ○ ○
雑抄出二巻 ○ ○ ○ ○
巡礼記 ○ ○ ○ ○
浜名淡海図一巻 ○ ○ ○ ○
高野求得書一巻 ○ ○ ○ ○
請入定処表一首 ○ ○ ○ ○
最初結界文一巻 ○ ○ ○ ○
建立壇場結界文一巻 ○ ○ ○ ○
鎮守勧請文一巻 ○ ○ ○ ○
高野往来集一巻 ○ ○ ○ ○
金剛峯寺遺記一巻 ○ ○ ○ ○
願文集一巻 ○ ○ ○ ○
劉希夷集四巻 ○ ○ ○ ○
篆隷万象名義三十巻 ○ ○ ○ ○









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































三巻、日本密 学会事務局、二〇一一年 五九〜 二頁
第三章【著作】・勝又俊教『密教の日本的展開』春秋社、一九七〇年・勝又俊教『弘法大師の思想とその源流』山喜房仏書林、一 八一年・堀内規之『済暹教学の研究―院政期真言密教の諸問題 』ノンブル社、二〇〇九年『四種曼荼羅義』関係【著作】・栂尾祥雲『日本密教學道史』高野山大学出版部
一九四二年
・和多秀乘『高野山第二世伝灯国師真然大徳伝』高野山第二世伝灯国師真然大徳千百年御
遠忌大法会事務局
一九九〇年
・松﨑惠水『平安密教の研究―興教大師覚鑁を中心として―』吉川弘文館
二〇〇二年
・別所弘淳『平安期東台両密における教学的交渉』 正大学二〇一五年度学位請求論文【雑誌論文】・小柴豊嶽「四曼義
『密厳教報』一二七号、新義真言宗大学林振教会、一八九五年、六 」
～七頁
・小柴豊嶽「四曼義（接百二七号
『密厳教報』一三〇号、新義真言宗大学林振教会、一 ） 」
八九五年、五～六頁
・小柴豊嶽「四曼義（接前
『密厳教報』一三一号、新義真言宗大学林振教会、一八九五 ） 」
年、一～二頁
・小柴豊嶽「四曼義（接前
『密厳教報』一三二号、新義真言宗大学林振教会、一八九五 ） 」
年、一～二頁
・真保竜敞「四種曼荼羅 の成立について
『印度学仏教学研究』第一九巻・第一号、日 」
本印度学仏教学会、一 七〇年、二九二〜二九五頁
「承和二年正月二十二日付の太政官符」関係【著作】
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・守山聖眞『文化史上より見たる弘法大師伝
』国書刊行会、一九七三年（復刻原本・一九
三九年）
・森田龍僊『高野山第二世伝灯国史伝』論文集Ⅱ、うしお書店、二〇〇〇年（復刻原本・
一九四〇年）五八頁
・和多秀乘『高野 第二世伝灯国師真然大徳伝』高野山第二世伝灯国師真然大徳千百年御
遠忌大法会事務局、一九九〇年
・武内孝善『空海伝の研究―後半生の軌跡と思想― 吉川弘文館、二〇一五年【雑誌論文】・武内孝善「三業度人の制をめぐる一・ の問題
『高野山大学論文集』高野山大学、一 」
九九六年、八五～一〇八頁
第四章【著作】・柴田賢龍『日本密教人物事典―醍醐僧伝探訪―』上巻、国書刊行会、二〇一〇年・武内孝善『空海伝の研究―後半生の軌跡と思想―』吉川弘文館、 〇一五年【雑誌論文】・苫米地誠一「古代における真言宗僧の「修学」について
『密教学研究』四八号、日本 」
密教学会、二〇一六年、一一七～一一八頁
『三業十条義』関係【著作】・栂尾祥雲『日本密教学道史』栂尾祥雲全集第六巻、臨川書店、一九八二年（初版：
山大学出版部、一九四二年）
第五章【著作】・上伊那郡教育会
編『蕗原拾葉
「善光寺史略」第二〇輯、鮎沢印刷所、一九四〇年 』
・京都大学附属図書館『京都大学附属図書館六十年史』京都大学附属図書館、一九六 年・櫛田良洪『真言密教成立過程の研究』山喜房仏書林、一九七三年・権田雷斧「曼荼羅通解
『権田雷斧名著選集』第一巻、東洋文庫出版、一九八五年 」
・三﨑良周『台密の研究』創文社、一九八八年・色井秀譲
他『西教寺の歴史と寺宝』総本山西教寺、一九八九年
・三﨑良周『台密の理論と実践 九四・築島裕『平安時代訓点本論考』汲古 院、一九九六年・那須政隆「現図両界曼荼羅講伝
『那須政隆著作集』第五巻、法蔵館、一九九七年 」
・宇都宮啓吾「比叡山西塔北谷正教坊聖教を巡る訓点資料の基礎的研究」二〇〇五～二〇
〇七年度科学研究費補助金
基礎研究（
）研究成果報告書C
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【雑誌論文】・中野義照「
杲宝僧都奥書集
『密教研究』第二七号、密教研究会、一九二七年、八
東寺観智院金剛宝蔵本
」
五～一〇六頁
・大山公淳「徳川時代台密教学史
『密教文化』第一二号、密教研究会、一九五〇年、一 」
～一五頁
・
「
」 『
』
、
、
、
冨田圓肇
叡山の再興と正教蔵について
天台学報
第九号
天台学会
一九六七年
六四～七〇頁
・加藤精一「真言密教における五智について
『密教学研究』創刊号、日本密教学会、一 」
九六九年、八三～九
・田嶋一夫「教林文庫
(早大図書館現蔵
)のことについて
『日本文学』第二三巻、日本文 」
学協会、一 七 年、三二～三三
・「早大図書館蔵教林文庫目録稿
『国文学研究資料館調査研究報告』第六号、人間文化 」
研究機構国文学研究資料館 八五年、三～八一頁
・田嶋一夫「
教林文庫」と辻井徳順師
『早稲田大学図書館紀要』第三〇巻、早稲田大学
「
」
図書館、一九八九年 二二二～二二四
・
「
」 『
』
、
、
米田弘仁
安然の参照した空海撰述書
密教学会報
第三五号
高野山大学密教学会
一九九六年、七七〜九二頁
・加藤精一「異本即身義（計六本）の異本性
『印度学仏教学研究』第五〇巻・第二号、 」
日本印度学仏教学会 二〇〇 五五〇〜五五八
・
「
」 『
』
、
、
中村凉應
龍肝関係資料集成
善通寺教学振興会紀要
第一〇号
善通寺教学振興会
二〇〇四年、三五～七二頁
・小笠原弘道「江戸時代後期智山学匠の聖教筆写活動―智山書庫収蔵筆写本聖教の奥書か
ら―
『現代密教』第一七号、二〇〇四年、一六一～一七六頁 」
・宇都宮啓吾「西教寺正教蔵の訓点資料について
『小林芳規博士喜寿記念国語学論集』 」
汲古書院、二〇 六年、四四〇 四六二頁
・宇都宮啓吾
院政期訓点資料研究の一問題―真言宗における教学的交流を巡って―
日
「
」 『
本語の研究』第四巻・第一号 日本語学会、 〇〇八年、一～一六頁
・智山年表編纂室『智山年表［近世編
』真言宗智山派宗務所、二〇一四年 ］
・小笠原弘道「智積院第三十七世大幢信海伝小考
『智山学報』第六五号、智山勧学会、 」
二〇一六年、二四六～二四七頁
・『降三世五重結護』関係【著作】・高岡隆心
編『中院流作法集』坤、高野山八葉学会、一九一八年
・内田信教
編『勧随通用小折紙』大本山勧修寺、一九二七年
・栂尾祥雲『秘密事相の研究』高野山大学出版部、一九三五年・那須政隆「真言密教事相講録下
『那須政隆著作集』第八巻、法蔵館、一九九七年 」
・上田霊城『改訂真言 教事相概説―諸尊法・灌頂部―
〔下
、同朋舎メディアプラン、 』〕
二〇〇八年
・高井観海『密教事相大系
（改訂版）西文社、二〇一二年、 』
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【雑誌論文】・細沼儀豊「
五重結護』の作者について
『豊山学報』第四五号、真言宗豊山派総合研究
『
」
院、二〇一四年、一二三〜一四三頁
第六章【著作】・清水谷恭順『天台密教の成立に関する研究』文一出版、一九七二年・木内堯央『天台密教の形成―日本天台思想史研究―』渓水社、一九八四年・三﨑良周『台密の研究』創文社、一九八八年・田村晃祐『最澄教学の研究』春秋社、一九九二年・三﨑良周『台密の理論と実践 九四・八木昊恵『恵心教学史の総合的研究』永田文昌堂、一九九六年・大久保良峻『法華仏教文化史論叢
「最澄の教学における成仏と直道」平楽寺書店、二 』
〇〇三年
・大久保良峻『台密教学の研究』法蔵館、二〇〇四年・苫米地誠一『平安期真言密教の研究』ノンブル社、二〇〇八年・藤井淳『空海の思想的展開の研究』トランスビュー、二〇〇八年・水上文義『台密思想形成の研究』春秋社、二〇一三年・田戸大智『中世東密教学形成論』 蔵館、二〇一八年【雑誌論文】・小方道憲「恵檀両流の教学
『印度学仏教学研究』日本印度学仏教学会、一九五四年、 」
一六八〜一六九頁
・小野塚幾澄「守護経と 日経との関係―その思想的連関について―
『豊山学報』第七 」
号、豊山宗学研修所、一九六一年、八九〜一〇二頁
・村山正俊「運敞僧正の著作について― 開奩編』と『劫心義章』―
『智山学報』第三 」
二輯、智山勧学会、一九八三年、一二五～一三七頁
・村山正俊「運敞僧正の著作について（二
『智山学報』第三三輯、智山勧学会、一九八 ） 」
四年、四九～六一頁
・荒木正宏「安然の仏身論の東密へ 影響
『天台学報
、第三三号、天台学会、一九九一 」』
年、八七～八九
・小林靖典「中性院頼瑜における自性会と加持世界―「自性会因人
「実行当機」の算題 」
をめぐって―
『智山学報』五六輯、智山勧学会、二〇〇七年、四二三～四三八頁 」
『雑問答』関係【雑誌論文】・林山まゆり「伝空海撰『雑問答』について―宥快 引用を中心に―
『印度学仏教学研 」
究』第五五巻・第一号、日本印度学仏教学会、二〇〇 年、 五一〜一五四頁
